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1.　前報は針入抵抗 を主 として観察した が今回は針孔

を主 とし針孔 自体の抵抗 とこれに糸 を通し た 場 合 の 抵

抗 ，および糸に及ぼす影響につい て考察する。

2.　各種縫針 と各種糸を組合せ，布 としてタテヨコ70

デュールのナイロン生 地を用いた。装置はストレーング

ー ジ式 引張試 験機とX  －y レコーダーを用い ，ストレー

ングージは負 荷範囲50kg と200 g で速度30  cm/min で

測 定し た。針の金属組織は，針をエポキシ樹脂 で埋込み

金 属材 料 と同様の研 磨を行ない,   600倍反 射顕 微鏡撮 影

をし た。又 針孔 の撮 影はニコンのプ ロジェ クターにより

倍 率5a倍 で行なった。

3.!l ）針孔の仕上 げは大いに改 善を要する。即ちササ

クレの残存や角 が刃 物の如 き現状であるため糸 切れしや

す く，又糸に損 傷を与 えてい る。（2)メリケン７番 と８番

が各種糸 に対し て最 も影響 が少なく一般的 と思われる。

佃 糸を通 した場合 の通 過抵 抗の差 から各 銘柄と適し た糸

の組合 せが考 えられ る。(4)針の金属組 織は 尖端 より頭部

迄 かな り均一に出来た ベーハナイト組 織である。硬 さと

屈 饒性 のコント13 ールに就ては今後金属組織学的研究 が

必 要である。


